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＜研究概要＞ 

大井川の総合土砂管理を踏まえると，粒度分布を考慮した土砂動態の把握が重要

である．  
本研究は，大井川の支川を踏査したうえでアクセス性や土砂生産量の多さから榛
原川に対象を絞って行った．大規模崩壊地の状況と河床材料の粒度分布と岩質，
流入量評価のキーになる河道状況の特徴を調べ，その他現象にかかわる基礎現象
や情報把握方法の検討などを行うことで支川土砂流入量評価に重要な粒度分布の
評価に必要な知見を得た． 

＜事後評価指摘事項＞ 

流入土砂の質に関して、詳密な調査を経て貴重な成果を上げており、難しい課題に

対して積極的にチャレンジされていることは、評価できるものの、所期の目的を十

分に達成したとは言い難いため、今後において、評価方法の提案まで進められるこ

とを期待する。 

※ 評 価 基 準

Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。

Ｂ：一定の研究成果があった。
Ｃ：研究成果があったとは言い難い。


